
第１回プラスチック資源循環検討会

－今年度からの本県の動き－

2022年９月14日
兵庫県環境部環境整備課
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参考資料４
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今年度のプラスチック資源循環促進方策-1

観光やスポーツ等、異分野の業種や市町、リサイクラー等と連携し、プラスチック資源循環促進方策の
具現化に取り組んでいる

プラスチックの使用削減などの促進 行動変容の促進

市町が回収する製品プラスチック
の効率的な資源循環

■ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアムを展開中

●城崎温泉旅館でのプラスチック使用削
減・生分解性プラスチックの利用促進

●食品トレー・透明パック容器の店頭回収
促進

● カネカやダイセルなどの生分解性プラス
チックの利用促進

・城崎温泉旅館協同組合が主体となり、宿泊客
にアメニティグッズ持参を呼びかけ、城崎の
街全体でプラスチック製品の使用削減に向け
た取組を展開し、サステナブルツーリズムの
推進を図る

・宿泊客へアメニティグッズを提供する場合に
は、素材を生分解性プラスチックへ転換

・海洋プラスチックご
み対策として生分解
性プラスチックへの
置き換えを促進

・小野市、加西市、加東市と県が共同で、各市ご
み中のプラスチック資源潜在量を把握、リサイ
クルケース別のコスト・CO2削減効果を検証

【環境省「プラスチック資源循環に関する先進的
モデル形成支援事業」（R4年度）に採択】

・スーパー及び包装材メーカー（（株）エフピ
コ）と連携し、店頭回収、リサイクルの拡大に
向けた普及啓発、改善策の検討、実証実験を実
施（小野市内想定）

●分別収集リサイクルスキームの構築
●ＪＴとの連携

4コンソーシアムの つのテーマ

●アシックスとの連携

・10月下旬に須磨海岸でプロギングイベントを実
施、スポーツウェアを回収し新たなウェアへリ
サイクルする取組を目指す

●ごみ拾いアプリ（ピリカ）の活用

・ごみ問題を自分事として捉えるきっかけとして、
ごみ拾いイベントや身の回りのごみを拾った際
などに「兵庫県版ピリカ」活用を呼びかけ

・豊かな海づくり大会の関連プレイベントとして
11月に明石市内沿岸でピリカを活用した清掃
活動を開催、「兵庫県版ピリカ」をお披露目

●海洋プラスチックごみ問題を啓発する
イベントの実施

・レジ袋の売上げにかかる寄付を活用し、須磨水
族園で企画展を開催

・兵庫県内の中高生を対象に、海ごみに関する環
境学習や海岸清掃活動を実施

水平リサイクル等の促進



今年度のプラスチック資源循環促進方策-2
プラスチックの使用削減などの促進

●城崎温泉旅館でのプラスチック使用削減・生分解性プラスチックの利用促進
➢城崎温泉旅館協同組合（組合数：75）では、現在、旅館で提供している歯ブラシを生分解性プラスチックでできた
歯ブラシへ転換するよう組合員に呼びかけている

➢プラスチック資源循環促進法の施行や、サステナブルな取組を行う宿泊施設に対するニーズの高まりを機に、兵庫県が
同組合へプラスチックの使用削減の更なる取組を働きかけた

➢今後、同組合が主体となって、宿泊客にアメニティグッズの持参を呼びかけ、削減に努める
➢県の「プラスチックごみゼロアクション推進宣言」事業者としても登録予定
➢観光部局でも、今後、サステナビリティにつながる取組を見える化するなど
サステナブルツーリズムの推進に向け新観光戦略を検討している
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「サステナブルな旅は自身にとって重要である」と回答

出典：ブッキング・ドットコム、2022年の「サス
テナブル・トラベル」に関する調査結果

プラ新法で削減が求められるプラスチック使用製品 サステナブルな旅のニーズの高まり

調査はブッキング・ドットコムによって、
32の国・地域の計3万314名の回答結果



今年度のプラスチック資源循環促進方策-3
プラスチックの使用削減などの促進

●カネカやダイセルなどの生分解性プラスチックの利用促進
➢（株）カネカ高砂工業所（兵庫県高砂市）での取組
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今年度のプラスチック資源循環促進方策-4
プラスチックの使用削減などの促進

●カネカやダイセルなどの生分解性プラスチックの利用促進
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➢（株）ダイセル姫路製造所網干工場（兵庫県姫路市）での取組
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水平リサイクル等の促進

今年度のプラスチック資源循環促進方策-5

●食品トレー・透明パック容器の店頭回収促進
➢スーパー及び包装材メーカーである（株）エフピコと連携し、店頭回収やリサイクル拡大に向けた普及啓発、改善策の
検討、実証実験を実施する

➢小野市内に（株）エフピコの工場が新設予定であり、小野市とも連携し、小野市内のスーパーで実施予定
➢現在、スーパーに協力を求めている最中であり、協力を得しだい実施に向けて検討を行う

普及啓発イメージ



今年度のプラスチック資源循環促進方策-6
市町が回収する製品プラスチックの効率的な資源循環
●分別収集リサイクルスキームの構築
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※環境省「プラスチック資源循環に関する先進的モデル形成支援事業」（R4年度）に採択
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今年度のプラスチック資源循環促進方策-7
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今年度のプラスチック資源循環促進方策-8
行動変容の促進

●アシックスとの連携 ●ごみ拾いアプリ（ピリカ）の活用
➢10月下旬に須磨海岸でプロギングを実施し、ごみ拾い活動を行う
➢アシックスでは、スポーツウェアを回収しグリーンバックを作る取組をす
でに行っており、同プロギング時に取組を周知する
➢今後、スポーツウェアを回収し新たなウェアへリサイクルする取組を促進

➢ごみ問題を自分事として捉えるきっかけとして、ごみ
拾いイベントや身の回りのごみを拾った際などに「兵
庫県版ピリカ」活用を呼びかけ
➢11月上旬にお披露目予定
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●ＪＴとの連携

➢豊かな海づくり大会の関連プレイベントとして、11月に明石市
内沿岸でピリカを活用した清掃活動を開催
➢「兵庫県版ピリカ」をお披露目

●海洋プラスチックごみ問題を啓発するイベントの実施

今年度のプラスチック資源循環促進方策-9
行動変容の促進

➢令和２年度から、事業者と協定を締結し、レジ袋売上金（収益
金）の寄付を受入れ、プラスチックごみ削減対策へ活用
（協定締結事業者：㈱イトーヨーカ堂、㈱大丸松坂屋百貨店、㈱オ
オツキ、マックスバリュ西日本㈱、白星社クリーニング㈱）
➢レジ袋の売上げにかかる寄付を活用し、須磨水族園で企画展を開催
➢兵庫県内の中高生を対象に、海ごみに関する環境学習や海岸清掃活
動を兵庫県立いえしま自然体験センターで実施


